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発
信
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
和

文
・
英
文
に
よ
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
や
ア

ラ
ビ
ア
語
・
ト
ル
コ
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
な
ど
八
か

国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
公
開
な
ど
に
も
尽

力
し
て
く
れ
た
。
彼
ら
の
献
身
的
な
働
き
な
く
し

て
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
た
い
。

中
心
拠
点
と
し
て
の
業
務
と
は
別
に
、
早
稲
田

拠
点
は
、﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
の
社
会
的
実
践
と
理
念
﹂

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
（
一
）
原
典
研
究
を
通
じ

た
理
念
研
究
、（
二
）
イ
ス
ラ
ー
ム
の
理
念
に
基

づ
く
社
会
的
実
践
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
研
究

班
を
設
置
し
、
研
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

研
究
成
果
は
、﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
を
知
る
﹂
シ
リ
ー

ズ
（
山
川
出
版
社
）、N

ew
 H

orizons in Islam
ic 

Studies Series

（
ル
ー
ト
リ
ッ
ジ
社
）、『
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
そ
の
他
、
単
行
本

や
論
文
と
し
て
公
表
し
て
き
た
。
詳
細
は
、『
イ

ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
各
号
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

人
間
文
化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
と
並
行
し
て
、
早
稲

『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第
四

号
（
二
〇
一
二
年
）
の
巻
頭
に
﹁
新
し
い
船
出
﹂

を
書
い
て
か
ら
四
年
の
歳
月
が
過
ぎ
た
。
今
年

は
、
二
〇
一
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
人
間
文
化
研

究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
第
二
期
の
最
終
年
で
も
あ
る
の
で
、

改
め
て
こ
の
四
年
間
を
振
り
返
え
る
こ
と
に
し 

た
い
。

早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、

東
京
大
学
、
上
智
大
学
、
京
都
大
学
、
財
団
法
人

東
洋
文
庫
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
た
研
究
拠
点
と

連
携
し
、
二
〇
〇
六
度
よ
り
二
期
一
○
年
に
及
ぶ

人
間
文
化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
中
心
拠
点
と
し
て

研
究
活
動
に
従
事
し
た
。
現
在
は
人
間
文
化
研
究

機
構
か
ら
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
機
構
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
三
名
の
研
究
員
（
西
村
淳
一
主

任
研
究
員
、
𠮷
村
武
典
次
席
研
究
員
、
長
谷
部
圭

彦
次
席
研
究
員
）
が
、
各
拠
点
に
派
遣
さ
れ
て
い

る
研
究
員
と
協
力
し
、
拠
点
間
、
研
究
者
間
の
連

絡
・
調
整
な
ど
を
一
手
に
引
き
受
け
、
研
究
会
、

セ
ミ
ナ
ー
、
国
際
会
議
を
下
支
え
し
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
活
動
を
国
内
外
に

田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
は
、

二
〇
〇
八
年
度
よ
り
文
部
科
学
省
に
よ
る
﹁
人
文

学
及
び
社
会
科
学
に
お
け
る
共
同
研
究
拠
点
の
整

備
の
推
進
事
業
﹂（
二
〇
〇
八
年
度
―
二
〇
〇
九

年
度
）、﹁
特
色
あ
る
共
同
研
究
拠
点
の
整
備
の
推

進
事
業
﹂（
二
〇
一
〇
年
度
―
二
〇
一
二
年
度
）

を
実
施
し
た
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
も
、
機
構

は
、
東
京
大
学
、
上
智
大
学
、
京
都
大
学
、
東
洋

文
庫
に
設
置
さ
れ
た
各
拠
点
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
共
同
研
究
の
中
心
拠
点
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー

ム
地
域
研
究
を
推
進
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
に

は
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
文
部
科

学
大
臣
に
よ
り
再
認
定
さ
れ
、
引
き
続
き
研
究
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

機
構
は
、
こ
の
他
に
も
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
し
て
き
た
。
そ
れ
を
担
っ
て
い
る
の
は
、

人
間
文
化
研
究
機
構
か
ら
派
遣
さ
れ
た
三
名
の
研

究
者
に
加
え
、
早
稲
田
大
学
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研

究
機
構
に
所
属
す
る
四
名
の
研
究
員
（
福
田
安
志

上
級
研
究
員
、
吉
村
貴
之
主
任
研
究
員
、
勝
沼
聡

研
究
助
手
、
秋
山
徹
研
究
助
手
）
で
あ
る
。

機
構
が
実
施
し
て
き
た
重
要
な
事
業
の
一
つ
に

日
本
学
術
振
興
会
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤

人
間
文
化
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
Ｕ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
・�

�

イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
第
二
期
終
了
に
寄
せ
て

桜
井　

啓
子　
早
稲
田
大
学
国
際
学
術
院
教
授
・
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
長
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形
成
事
業
が
あ
る
。
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
一
三

年
度
ま
で
は
、
マ
ラ
ヤ
大
学
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
研
究
院
と
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
と
多
元
文
化
主
義
―

イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
共
生
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
﹂

を
実
施
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
か
ら
は
、
こ
の
発

展
型
と
し
て
、
新
た
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ア
ブ

ダ
ビ
校
を
加
え
た
日
本
学
術
振
興
会
拠
点
形
成
事

業
B
﹁
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
学
術
基
盤
形
成
型
﹂

と
し
て
、
三
校
に
よ
る
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
二
〇
一
四
年
度
は
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

で
、
二
〇
一
五
年
度
は
、
ア
ブ
ダ
ビ
で
国
際
会
議

を
開
催
し
た
。
最
終
年
度
は
早
稲
田
で
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
二
〇
一
三
年
―

二
〇
一
四
年
度
、
鹿
島
学
術
振
興
財
団
研
究
助
成

を
受
け
﹁
乾
燥
地
域
に
お
け
る
水
資
源
管
理
を
め

ぐ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
合
意
形
成
―
ナ
イ
ル
川
流
域

と
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
比
較
―
﹂
と
い
う
テ
ー
マ
で

共
同
研
究
を
実
施
し
た
。

機
構
は
、
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
学
生
向
け
講
演
会
シ
リ
ー
ズ
﹁
働
く

日
本
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
：
現
場
か
ら
の
声
に
耳
を

傾
け
よ
う
！
﹂（
二
〇
一
三
―
二
〇
一
四
年
度
）を

実
施
し
、
そ
の
成
果
を『
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
働
く
、

暮
ら
し
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
』（
二
〇
一
五
年
、

岩
波
書
店
）
と
し
て
出
版
し
た
。

機
構
は
、
毎
年
、
数
多
く
の
国
際
会
議
、
国
際

セ
ミ
ナ
ー
、
国
際
共
同
研
究
を
海
外
の
研
究
者
・

研
究
機
関
と
共
同
し
て
開
催
し
て
い
る
。
人
文
・

社
会
科
学
の
国
際
化
は
、
日
本
の
学
術
界
に
共
通

す
る
課
題
で
あ
る
が
、
機
構
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏

の
研
究
者
、
欧
米
の
研
究
者
、
日
本
の
研
究
者
と

多
様
な
背
景
を
も
つ
研
究
者
・
研
究
機
関
を
繋
げ

な
が
ら
日
本
発
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
国
際
化

に
向
け
多
大
な
努
力
を
続
け
て
き
た
と
自
負
し
て

い
る
。

機
構
の
研
究
成
果
は
、
共
通
の
関
心
や
テ
ー
マ

の
も
と
に
多
様
な
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
研
究
者
が
集

ま
り
、
議
論
し
、
刺
激
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
た

結
果
で
あ
る
。
特
に
海
外
の
研
究
者
と
の
共
同
研

究
で
は
、
考
え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
、
互
い

の
弱
点
や
強
み
が
明
ら
か
に
な
る
が
、
そ
れ
こ
そ

が
共
同
研
究
の
意
義
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
む
ず
か

し
さ
や
負
担
も
痛
感
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

え
る
膨
大
な
事
業
運
営
負
担
は
、
研
究
者
自
身
、

特
に
若
手
研
究
者
に
重
く
の
し
か
か
る
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
事
業
運
営
負
担
を
軽
減
し
、
研
究
に

多
く
の
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
、
模
索
が
続
い
て
い
る
。
ま
た
現
地
と
の

長
期
に
わ
た
る
交
流
と
信
頼
関
係
の
上
に
初
め
て

成
り
立
つ
地
域
研
究
は
、
数
年
単
位
の
問
題
解
決

型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
に
は
馴
染
み
に
く
い
な

ど
、
異
文
化
を
理
解
す
る
た
め
の
学
問
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
問
い
続
け
る
日
々
で
も
あ
っ
た
。
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
の
推
進
を
通
じ
て
多
く
の
成
果

を
得
た
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
道
半
ば
で 

あ
る
。

二
〇
一
五
年
度
を
も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
機
構
を

支
え
て
く
れ
た
研
究
者
の
う
ち
六
名
は
、
機
構
を

去
り
、
新
た
な
道
を
進
む
。
早
稲
田
大
学
イ
ス

ラ
ー
ム
地
域
研
究
機
構
で
の
研
究
活
動
、
研
究
事

業
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、

こ
れ
か
ら
の
研
究
活
動
に
是
非
活
か
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
切
に
願
う
。

人間文化研究機構（NIHU）プログラム・イスラーム地域研究、最後の合同集会を終えて記念撮影。 
みなさま、長い間ご苦労様でした！（2016年1月30日）


